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１ 【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

平成25年11月14日に提出いたしました第94期第２四半期報告書の記載事項の一部に誤りがありましたの

で、これを訂正するため四半期報告書の訂正報告書を提出するものであります。

　

２ 【訂正事項】

第１部　企業情報　

第２　事業の状況

３　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

（１）業績の状況

①港湾運送事業

②自動車運送事業

第４　経理の状況

１　四半期財務諸表

注記事項

（セグメント情報等）

セグメント情報

　

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

　

第一部【企業情報】

第２【事業の状況】

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況

　

（訂正前）

①港湾運送事業

当社の主要セグメントである当セグメントにおきましては、円安傾向の影響により、輸出関連の収入は

堅調に推移したものの、輸入関連の収入は伸び悩みました。

この結果、営業収入（セグメント間の内部売上高又は振替高を除く)は、3,054,819千円で、前年同四半

期と比べ10,108千円（0.3％）の減収となり、全セグメントの95.8%を占めております。

セグメント利益（営業利益）は226,627千円で、前年同四半期と比べ28,959千円（14.6％）の増益とな

りました。

②自動車運送事業

当セグメントにおきましては、堅実な業績改善を図ることができました。

この結果、営業収入（セグメント間の内部売上高又は振替高を除く)は、128,848千円で、前年同四半期

と比べ4,254千円（3.4％）の増収となり、全セグメントの4.0%を占めております。

セグメント利益は、9,790千円で、前年同四半期と比べ14,888千円（前年同四半期は△5,098千円）の増

益となりました。

　

（訂正後）

①港湾運送事業
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当社の主要セグメントである当セグメントにおきましては、円安傾向の影響により、輸出関連の収入は

堅調に推移したものの、輸入関連の収入は伸び悩みました。

この結果、営業収入（セグメント間の内部売上高又は振替高を除く)は、3,054,819千円で、前年同四半

期と比べ10,108千円（0.3％）の減収となり、全セグメントの95.8%を占めております。

セグメント利益（営業利益）は260,263千円で、前年同四半期と比べ62,595千円（31.7％）の増益とな

りました。

②自動車運送事業

当セグメントにおきましては、営業収入は堅調に推移したものの、採算面で厳しさが増しました。

この結果、営業収入（セグメント間の内部売上高又は振替高を除く)は、128,848千円で、前年同四半期

と比べ4,254千円（3.4％）の増収となり、全セグメントの4.0%を占めております。

セグメント利益は、△23,846千円で、前年同四半期と比べ18,748千円（前年同四半期は△5,098千円）

の減益となりました。
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第４【経理の状況】

１【四半期財務諸表】

【注記事項】

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

（訂正前）

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　
報告セグメント

その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

合計
（注）３港湾運送事業

自動車運送事
業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 3,054,819 128,848 3,183,668 4,838 3,188,506 ― 3,188,506

  セグメント間の内部売上
高又は振替高

783,146 223,687 1,006,834 ― 1,006,834 △1,006,834 ―

計 3,837,965 352,536 4,190,502 4,838 4,195,340 △1,006,834 3,188,506

セグメント利益 226,627 9,790 236,417 4,748 241,165 △167,676 73,489
 

(注) １.　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険その他を含んでおりま

          す。

２.　セグメント利益の調整額の内容は、△167,676千円は全社費用であり、その内容は主に報告セグメントに帰

属しない一般管理費であります。

３.　セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益又は損失（△）と調整を行っております。

　

（訂正後）

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年９月30日）

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　
報告セグメント

その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

合計
（注）３港湾運送事業

自動車運送事
業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 3,054,819 128,848 3,183,668 4,838 3,188,506 ― 3,188,506

  セグメント間の内部売上
高又は振替高

783,146 223,687 1,006,834 ― 1,006,834 △1,006,834 ―

計 3,837,965 352,536 4,190,502 4,838 4,195,340 △1,006,834 3,188,506

セグメント利益 260,263 △23,846 236,417 4,748 241,165 △167,676 73,489
 

(注) １.　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険その他を含んでおりま

          す。

２.　セグメント利益の調整額の内容は、△167,676千円は全社費用であり、その内容は主に報告セグメントに帰

属しない一般管理費であります。

３.　セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益又は損失（△）と調整を行っております。
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